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食品安全委員会における
情報収集及び提供の流れ

資料５

情報の収集、整理及び提供等

国内及び海外の公的機関、報道機関等からの

情報収集・整理

リスク管理機関との情報共有

食品安全総合情報システムによる情報提供

（食品安全委員会ホームページを通じた一般公開）

食の安全ダイヤル、食品安全モニター報告等か
らの情報提供と対応

緊急時における情報の収集及び提供



2

国内及び海外の公的機関、報道機関
からの情報収集・整理

１．国内機関 農林水産省

厚生労働省

環境省

２．国際機関 国連食糧農業機関（ＦＡＯ）

世界保健機関（ＷＨＯ）

国際獣疫事務局（ＯＩＥ）

ＦＡＯ／ＷＨＯ合同食品規格委員会

（Ｃｏｄｅｘ委員会）

３．諸外国の公的機関
（アメリカ） 疾病管理予防センター（ＣＤＣ）

食品医薬品庁（ＦＤＡ）
環境保護庁（ＥＰＡ）
農務省（ＵＳＤＡ）

（カナダ） 食品検査庁（ＣＦＩＡ）
保健省
農業食料省

（ Ｅ Ｕ ） 欧州連合（ＥＵ）
欧州食品安全機関（ＥＦＳＡ）

（イギリス） 食品基準庁（ＦＳＡ）
環境・食糧・農村地域省（ＤＥＦＲＡ）
海綿状脳症諮問委員会（ＳＥＡＣ）

（フランス） 食品衛生安全庁（ＡＦＳＳＡ）
農漁業省

（ドイツ） 連邦消費者保護・食品安全庁（ＢＶＬ）
連邦リスク評価研究所（ＢｆＲ）

（オーストラリア） 豪州・ＮＺ食品基準機関（ＦＳＡＮＺ）

等

リスク管理機関との情報共有・連絡調整

（随時）

・関係府省情報担当窓口による情報交換・共有

（定例会議）

・関係府省連絡会議（局長・部長レベル）

・関係府省連絡会議幹事会（課長レベル）

・食品リスク情報関係府省担当者会議

・リスクコミュニケーション担当者会議
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食品安全総合情報システムでの情報提供

食品安全委員会

食品安全委員会
ホームページ

食品安全総合情報
システム

Web ページ

データ
ベース化

○食品安全委員会におけるリ
スク評価の調査審議に関する
資料

○食品安全委員会が調査、
収集、分析した食品危害情報

○関係国際機関におけるリス
ク評価に関する資料

○諸外国における化学物質、
微生物等による食品の危害
発生、対処方法等に関する資
料

等

一般消費者

食品関連事業者

リスク管理機関

等

提供

インターネット
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【食の安全ダイヤル】
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【食品安全モニター】
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例 寄せられた意見等を毎月整理

リスク評価についての意見や、食
品衛生、表示についてなど、食品
の安全性確保に関する様々な報
告が寄せられている

原則として、すべての報告された
意見の要旨を掲載

食品安全委員会をはじめ、リスク
管理機関からも適宜意見等に対
するコメントを掲載
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一般消費者

食品関連事業者

リスク管理機関

等

食
中
毒
等
発
生

【食品安全委員会】

委員会会合
（臨時に開催する場合

を含む）

食品安全担当大臣
による判断
→ 緊急協議

情
報
連
絡
窓
口

探

知

保
健
所
等

都
道
府
県
等

【厚生労働省】

農林水産物等に関するリスク管理

情
報
連
絡
窓
口

【農林水産省】

緊
急
報
告

食品衛生に関するリスク管理

【食品安全担当大臣】

委員及び事務局幹部
へ情報連絡

通

報【リスク管理】

報
告

省内へ
情報連絡

助

言情
報

交
換

緊急時における情報の収集及び提供

情報収集

情報収集専門家等

インターネット等

情報提供

リスコミ

１ 今回、農林水産省から、茨城県におけるＨ５Ｎ２亜型の鳥
インフルエンザの発生が発表されました。

２ 食品安全委員会としては、昨年３月に発表した「鶏肉・鶏
卵の安全性に関する食品安全委員会の考え方」にあるよ
うに、鳥インフルエンザがこれまで、鶏肉や鶏卵を食べる
ことによって、ヒトに感染した例は、世界的に報告はなく、
現在のところ、鶏肉や鶏卵を食べることによってヒトが感
染することは考えられず、鶏肉・鶏卵は「安全」と考えてい
ます。

３ したがって、国民の皆様には、冷静に対応していただきま
すようお願いします。

鳥インフルエンザの発生に関する食品安全委員会委員長談話
(H17.6.27)
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食品安全委員会

一般消費者

食品関連事業者

関係行政機関

等リスコミ

通報

交換

収
集

収
集

食品安全委員会おける情報の収集及び提供

提供

通報

リスク管理機関

インターネット等 食品安全モニター等専門家

収
集


